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　１月号　「イルカ国物語」何じゃそら？ 尾崎公昭
　２月号　「12人の優しい日本人」と市民の司法参加 峯本耕治
　３月号　「ウエディングドレスの向こう側」 松田繁人
　４月号　「OSAKA ART FAIR 2001 StART」 高森広大
　５月号　「兵隊の足並み」 坂口啓子
６・７月号　「映画字幕文字の味わい」 橋本鏡古
　８月号　「私の鍵」 宮前千雅子
　９月号　「フランスを席巻した“賢女”の革命」 山本三春
　１０月号　「子どもたちが安心して学べる場を」 川崎ちぐさ
　１１月号　「01年夏の北京で学生達と芝居を創る」 坂手日登美
　１２月号　「学生の目」 木村和世

　１月号　風をおそれず、風流に
　２月号　製薬業界にひたすら奉仕する医師?
　３月号　教育は機会均等か？
　４月号　大阪のしたたかさに支えられた運動を
　５月号　87％とセーフティネット
６・７月号　継続求められる実地医家の経験交流
　８月号　NGOのニュースレターからみえてくるもの
　９月号　人間性問いかけるシックハウス症候群
　１０月号　ボランティア思想の原点
　１１月号　若手の意見を反映できる医師組織に
　１２月号　自己改造をスタッフ教育の前に
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２１世紀の風―医学・医療の立場から 福田　淳
北東のち南西の風晴れ時々くもり 佐藤英雄
風車は未来を向いて回っている！ 藤岡和美

尻に『風』をつければ 野村　拓
再生エネルギー先進国デンマークに学ぶ
 ケンジ・ステファン・鈴木
北方より吹く風 岡崎邦夫
●会員投稿
風－歴史の演出者 守田由雄
文学作品の中に見る〔風〕 佐藤一夫
かあぜはふうく　すうぎいてゆく 二宮聖耳
吹く風に何を願はん 堤　俊郎
風の街 植田　彪
緑の風は大地から 高橋甲子夫
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患者さんの視点に立つ医薬分業を 二宮聖耳
教育・研修における臨床薬理学 玉置俊晃
医薬分業への新しい視点 野村　拓
医薬品情報誌から見た医薬協業の課題 浜　六郎
医療者と患者の横並びの関係を 山口育子
コミュニケーション不足の解消へ 七海　朗
日本医療の“映し鏡”──在日外国人からの薬の相
談を通して 横山雅子
外国人から見た日本の医療と薬──ロンドン在住
ルパート・ミドル氏に聞く 菊井知子
薬の多さと説明の少なさ エリック・ケイミス
●会員投稿（新年号続き）
21世紀の風 金　英男
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これではひどいよ、医学教育 松村理司
医学教育の中の生命倫理 神山有史
医学教育のなかで国際保健を教える 中村安秀
研修医は何を教育されているか 原　一三
市場経済化のなかの医学・医療 二宮厚美
「象牙の塔・症候群」など 野村　拓
卒後研修の実態から卒後研修の改善を考える 加村　梓
国立大学の「独立行政法人化」と附属病院 藤本直枝
日本の医学教育の問題点 竹内治一
●座談会「医学教育のあり方を考える」

村岡潔／吉岡聡／岡崎邦夫／紀野正
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保険医協会の世代交替 川崎美榮子
2000年「会員意見調査」が示すもの 紀野　正
クォヴァディアス保険医協会 辻　一省

����
 １月号 大阪には、陽が昇らないのか 森田重治
 ２月号 ベルギー風景 井村昭三
 ３月号 町並みにて 吉田一雄
 ４月号 春の彩 加藤甫明
 ５月号 長谷寺 新山昭次
  ６・７月号 ミシガン湖の風景 神野健栄
 ８月号 おわら風の盆 三好宏和
 ９月号 課外授業 武田貞彦
 １０月号 西の湖夕景 近藤宏和
 １１月号 湖北の夕陽 吉田一雄
 １２月号 大正池の夜明け 楠　研二
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“新世紀型経営”をめざして 八杉　誠
協同組合の新たな課題と可能性 木村弥太郎
運営参加への1つの門戸──評議員会へのお誘い 
 守田由雄
●資料　大阪府保険医協会組織機構図
●若手理事の本音ぶっちゃけ座談会
「新世紀の開業医と協会像」

高本英司／武田勝文／中村厚
●大阪協会の“実像公開”
　私たちが運営しています（全理事紹介）
　サポートはお任せ下さい（全事務局紹介）
●小特集「ベアテ・シロタ・ゴードンさん講演抄録」
22歳の女性の涙がつくった憲法24条

──演劇「真珠の首飾り」大阪公演への誘い
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医療のセーフティネット 木下秀雄
社会保障のセーフティネットはいま 原　昌平
再び「国保が人を殺すとき」を許さない 仲畑　誠
野宿者への「まなざし」と医療 大谷隆夫
市場原理に揺れる障害者福祉の現状 塩見洋介
介護保険実施で高齢者福祉は 吉村定教
揺らぐ公的年金制度 川畑周市
児童養護施設の社会的役割 北条正治
生活保護受給者の生活課題とその展望 阪東美智子
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●インタビュー「思春期の子どもたちと現代社会の病理」
　──「思春期外来」名越康文先生に聞く

聞き手／辻　一省
●パネル討論

「学齢期、思春期をめぐる今日的諸問題」より
青少年の心のいま─少年犯罪から考える 野田正彰
摂食障害から見た思春期の問題 郭　麗月
妊娠・性感染症に関する早期教育を 荻野瑠美
歯科から見た学童期・思春期の問題点 山本次郎
保健室に見る子どもの身体と心の状況 斎藤早百合
●座談会「新世紀の学齢期シンドローム」

藤森弘／吉田正和／川崎美榮子／辻一省
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国際保健とは何か─私の体験的国際保健 土井陸男
医療人類学と国際保健 池田光穂
ウガンダ・ブンジブジョ地方の国内避難民に対す
る医療援助 大谷敬子
南アフリカの医薬品訴訟 平林史子
●寄稿
ソ満国境　日中共同調査に参加して 竹内治一
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2000年度「シックハウス症候群実態調査」の概要 松繁寿和
シックハウス症候群の基礎と診断 笹川征雄
開業医とシックハウス症候群 羽田　囘
シックハウスへの挑戦!──空気を洗う「トリプル
フレッシュ」 瀬戸保太郎、源中修一
●座談会「シックハウス症候群の核心に迫る」
村山みのり／中町和正／上原裕之／長笹川征雄／
羽田囘
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これからの市民社会とボランティア 山内直人
災害時の医療ボランティア活動 早川達也
アジアの保健協同組合と医療生協のボランティア活動 桜井泰平
医療と薬をビジランス（監視）する──医薬ビジラ
ンスセンターの活動 坂口啓子
●インタビュー「ボランティア活動の可能性」

早瀬昇／聞き手/岡崎邦夫
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診療所のアイデンティティ明確化が地域医療発展
の道筋 高本英司
『新規開業・継承』私論 守田由雄
これだけは知っておきたい“新規開業” 久保正勝
●インタビュー「改めて『自由開業医制』を問う」
──医学教育開発研究センター助教授藤崎和彦先
生に聞く 聞き手/紀野　正
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規制緩和のなかの医療経営と医療労働 二宮厚美
近代的な医院経営のための雇用管理のあり方 桂好志郎
●当院におけるスタッフ教育
医者の独りよがりを排して 八杉　誠
職員は経営者の鏡である 藤崎秀孝
チーム医療の徹底を心がけて 松尾美由起

『お嬢様』から始めるスタッフ教育 森田重治
患者に喜ばれる医療をスタッフとともに 野井洋正
●スタッフ育成とトラブル対応

医療事故調査委員会
患者の気持ち 服部素子
アトピー性皮膚炎の治療─患者の声から 住吉純子
当ホテルにおけるこれからの社員教育 国枝よしみ
大阪の診療所における賃金等の概要 久保正勝

　１月号　青少年期の上肢のスポーツ障害 島田幸造
　２月号　老人の呼吸器感染症─インフルエンザ
　　　　　対策と入院を考えるとき 加藤元一
　３月号　外来でできる男性不妊症の診断と治療 岡田　弘
　４月号　漢方は即効性!!──即効性が経験され
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　　　　　た臨床例とその処方のコツ 大田黒義郎
　５月号　高血圧の合併症と治療 楽木宏実
６・７月号　小児泌尿器疾患の外来管理 島田憲次
　８月号　シューズ入門 福岡正信
　９月号　アトピー性皮膚炎の中医学的診断と治療 甄　立学
　　　　　心療内科よりみた不定愁訴とその対応 中井吉英
　１０月号　医療現場で予防接種により防止可能な
　　　　　感染症対策 谷田憲俊
　１１月号　日常診療で留意すべき不明熱および輸
　　　　　入感染症の対策 阪上賀洋

　１月号　生涯スポーツ 川島長利
　２月号　都会の喧騒を離れて風になる 向井直樹
　３月号　開業医のひとり言 南部正敏
　４月号　老後の支えは“常に創造” 岩本義史
　５月号　春スキーの醍醐味 山中元滋
６・７月号　戸隠の水と緑を守る会 山本直人
　８月号　“年寄りの冷や水”が好き！ 田辺曉人
　９月号　酒と旅 高本英司
　１０月号　『医者の店じまい』─わたくしの場合 澁谷　道
　１１月号　下鴨迎賓館 奥野奈津子
　１２月号　漢方臨床談話会 入谷純光

　１月号　『どうする　日本の福祉』 紀野　正
　２月号　『百歳まで美酒を─健康飲酒のすすめ』 酒井宏純
　　　　　『ソ満国境関東軍要塞はいま』 武田勝文
　３月号　『いし　しるべ』 羽田　囘
　４月号　『獅子の大地』 岡崎邦夫
　　　　　『にっぽん蔵元名人記』 佐藤一夫
　　　　　『差額ベッド料Q&A』 中村　厚
　　　　　『朗読者』 大熊　實
　５月号　『家庭医プライマリケア医入門』 細川一眞
６・７月号　『それぞれが幸福な死を迎えるために』 紀野　正
　　　　　『化学品開発の論理と安全の論理』 西谷宣雄
　８月号　『心療内科初診の心得』 野崎京子
　９月号　『知の教科書　フーコー』 岡崎邦夫
　　　　　『アメリカ医療の光と影』 守田由雄
　　　　　『内科臨床研修指導マニュアル』 福田治男
　１０月号　『人は誰でも間違える』 高本英司
　１１月号　『こんな医者には診てもらわん!』 坂口道倫
　１２月号　『指揮官たちの特攻』 西谷宣雄

　１月号　『肛門直腸指診�』 坂口道倫
　２月号　『しびれてるんです』 彌永邦彦
　３月号　『帯状疱疹』または『ヘルペス』 二宮聖耳
　４月号　『いびきは病気か?』 垣鍔典也
　５月号　“Listen with both ears” 工藤　卓

６・７月号　『歯周病と全身疾患�」 山上紘志
　８月号　『歯周病と全身疾患�』 山上紘志
　９月号　『妊娠と薬剤』 吉村　猛
　１０月号　『心的トラウマをめぐって』 田中迪生
　１１月号　『糖尿病による失明を防ぐために!』 中島隆介
　１２月号　『のどの不快感』 石田　稔

　１月号　休診日 任　太性
　２月号　メルヘン・セラピー 中川　晶
　３月号　医者を先生と呼ばない研究会 梅田信一郎
　４月号　“大阪発ひきこもり症候群” 坂口道倫
　５月号　町のお医者さん 豊島協一郎
６・７月号　2つのお仕事──医師と気象予報士 大矢亮二
　８月号　開業事始め 杉田雅彦
　９月号　「クレー射撃」への誘い 中井　創
　１０月号　開業して知った職員採用の難しさ 木村修二
　１１月号　5歳、6歳、留学大作戦 齋藤英子

237～247　なにわの伝説　91～101
　１月号　「阿波十郎兵衛」（1）
　２月号　「阿波十郎兵衛」（2）
　３月号　「阿倍野の松虫塚」
　４月号　「石橋の二つの石」
　５月号　「武蔵坊弁慶の泉」
６・７月号　「釈迦の鉄鉢」
　８月号　「天野川・星降るまち」
　９月号　「磐船できた神」
　１０月号　「吹田の霊泉」
　１１月号　「瑞龍寺と鉄眼」
　１２月号　「黒竜と河童のミイラ」

�～�
　２月号　「家父長的家族観で描く山田洋次」
　４月号　「人間の力を信じる人々の連帯」
６・７月号　「自らを律する潔癖な美しさ」
　９月号　「映画を“現在形”で観るということ」
　１１月号　「アトモスフィアの再現」

　１月号　「映画の音質」 冨田和巳
　３月号　「“普通の医者”が主人公」 堀　　忠
　５月号　「ユニバーサルスタジオと刺激とポルノ」 冨田和巳
　８月号　「いつどこで、何を観るのか？」
──医者のための映画ガイド� 堀　　忠
　１０月号　「オペラ“夕鶴”の作曲家は映画音楽にも
意欲をみせた」 冨田和巳
　１２月号　「いつどこで、何を観るか？」
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──医者のための映画ガイド� 堀　　忠
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　１月号　「半戴河第三国境守備隊」
　２月号　「在満日本人小学校教師の苦悩」
　３月号　「日本の百姓のくらし」
　４月号　「満州炭砿�滴道教習所」
　５月号　「慰安婦　金名花」
６・７月号　「日本軍の黄昏」（一）
　８月号　「日本軍の黄昏 」（二）
　９月号　「運命が戸を叩く」
　１０月号　「黒い大地に誘われて」
　１１月号　「強制連行、満州731部隊」
　１２月号　「ソ満国境、炭住街の人びと」

91～101
　１月号　「大日本医会の創立」
　２月号　「国会開設と初の医家議員」（上）
　３月号　「国会開設と初の医家議員」（中）
　４月号　「国会開設と初の医家議員」（下）
　５月号　「医薬分業問題の新しい展開」（その1）
６・７月号　「医薬分業問題の新しい展開」（その2）
　８月号　「医薬分業問題の新しい展開」（その3）
　９月号　「医薬分業問題の新しい展開」（その4）
　１０月号　「日本における看護婦の始まりと沿革」（上）
　１１月号　「日本における看護婦の始まりと沿革」（下）
　１２月号　「民法の制定過程と高木兼寛」

�～�
　１月号　「上を見上げりゃ」
　３月号　「昭和22年、我　開業準備中ナレドモ」
　５月号　「蕁麻疹が急にきた」
　８月号　「殺さないでいてくれた」
　１２月号　「リアリズム当直」

第３弾～第５弾
１月号　大阪の食と環境�
 「河内の郷土料理と柏原ワイン」
５月号　大阪ものづくり文化�
 「鋏鍛冶『佐助』」
９月号　大阪の食と農業�
 「水ナスとズイキにあふれる泉州の夏」
１１月号　大阪の食と農業�
 「環境保全型の『米作り農業』をめざす」
１２月号　大阪ものづくり文化�
 「漆家具作家　宮地葉子」

283～293
　１月号　「初春対局」
　２月号　「眼あり眼なしも時によりけり」
　３月号　「勝敗分けた石の死活」
　４月号　「問われる形勢判断」
　５月号　「指運のコミ半目が分けた勝負」
６・７月号　「ハネツギさえ打っていれば」
　８月号　「互いに言い分を通しあう見事な手談」
　９月号　「とてつもなく大きかったスミの守り」
　１０月号　「大模様を考える格好の一局」
　１１月号　「尾を引いた“手拍子”の一間トビ」
　１２月号　「ツいでさえおれば……」

１月号～１２月号
本田邦久/有吉道夫

最終回
　１月号　「New York, New York」

�～�
　１月号　「PubMedを検索する」
　２月号　「検索の実際」
　３月号　「その他の機能、ネット上の情報源」

�～�
　１月号　「オランダの“奇跡”」
　２月号　「女王のオレンジ色」
　３月号　「オランダ人と自転車」
　４月号　「オランダ人はケチか」
　５月号　「親切なお役所」
６・７月号　「手厚い医療と介護──オランダの社会保障」
　９月号　「学長宅訪問」
　１０月号　「オランダの地方自治の不思議」
　１１月号　「受験競争のない社会」
　１２月号　「世界最大のソーラー発電団地」

大阪保険医雑誌2001年総索引
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